
【
開
催
概
要
】

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
を
も
と
め
て
・
続
」

二
〇
一
三
年
七
月
二
十
八
日
（
日
）
午
後
一
時
〜
午
後
六
時

立
教
大
学
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
太
刀
川
記
念
館
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

◆
第
一
部

報
告
の
部

①
「
源
氏
物
語
絵
巻

桐
壺
」（
個
人
蔵
）
に
つ
い
て

吉
川
美
穂
（
徳
川
美
術
館
学
芸
部
課
長
）

②
「
源
氏
物
語
絵
巻

葵
」（
個
人
蔵
）
に
つ
い
て

松
岡
知
華
（
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）

③
ブ
リ
コ
ラ
ー
ジ
ュ
と
い
う
観
点
か
ら
み
た
盛
安
本

エ
ス
テ
ル
・
レ
ジ
ェ
リ
ー＝

ボ
エ
ー
ル
氏
（
フ
ラ
ン
ス
国
立
東
洋
言
語
文
化

研
究
所
准
教
授
）

④
近
世
初
期
の
源
氏
学
―
―
九
条
家
と
そ
の
周
縁
の
学
問
な
ど
―
―

海
野
圭
介
（
国
文
学
研
究
資
料
館
准
教
授
）

◆
第
二
部

コ
メ
ン
ト
の
部

①
水
谷
隆
之
（
立
教
大
学
文
学
部
准
教
授
）

②
佐
野
み
ど
り
（
学
習
院
大
学
文
学
部
哲
学
科
教
授
）

③
五
十
嵐
公
一
（
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
学
芸
員
）

④
若
杉
準
治
（
京
都
国
立
博
物
館
名
誉
館
員
）

◆
第
三
部

討
議
の
部

稲
本
万
里
子
（
恵
泉
女
学
園
大
学
人
文
学
部
教
授
）

鈴
木

彰
（
立
教
大
学
文
学
部
教
授
）

髙
岸

輝
（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
准
教
授
）

高
橋

亨
（
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
）

メ
ラ
ニ
ー
・
ト
レ
ー
デ
（
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
美
術
史
学
部
教
授
）

渡
辺
雅
子
（
学
習
院
大
学
招
聘
研
究
員
）

司
会

小
嶋
菜
温
子
（
立
教
大
学
文
学
部
教
授
）

主
催

立
教
大
学
日
本
学
研
究
所

共
催

立
教
大
学
日
本
文
学
会

文
科
省
科
研
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
幻
の
源
氏
物
語
絵
巻
の
文
化
史
的
意
義
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

【
発
表
要
旨
】

「
源
氏
物
語
絵
巻

桐
壺
」（
個
人
蔵
）
に
つ
い
て

吉
川
美
穂

「
源
氏
物
語
絵
巻

桐
壺
」（
個
人
蔵
、
以
下
、「
本
絵
巻
」
と
略
称
）
は
、
画
風

や
装
丁
・
寸
法
か
ら
、
ス
ペ
ン
サ
ー
本
「
箒
木
」、
石
山
寺
・
ス
ペ
ン
サ
ー
本
「
末

摘
花
」、
個
人
蔵
本
「
葵
」、
バ
ー
ク
本
・
ベ
ル
ギ
ー
個
人
蔵
本
「
賢
木
」
な
ど
の
�
幻
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の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」�
と
一
連
の
作
と
考
え
ら
れ
る
絵
巻
で
あ
る
。

『
源
氏
物
語
』
第
一
帖
「
桐
壺
」
の
全
文
を
書
写
し
、
詞
書
十
八
段
・
絵
十
五
図

の
三
巻
で
構
成
さ
れ
る
。
絵
は
十
五
場
面
と
、
源
氏
絵
の
先
行
作
例
と
比
較
し
て
も

数
が
多
く
、
華
や
か
な
宮
中
儀
礼
や
通
過
儀
礼
の
場
面
が
選
ば
れ
つ
つ
も
、
桐
壺
更

衣
の
葬
儀
、
そ
の
死
を
悲
し
む
桐
壺
帝
、
あ
る
い
は
源
氏
と
藤
壺
の
出
会
い
等
、
死

や
恋
愛
を
主
題
と
し
た
例
を
み
な
い
場
面
も
絵
画
化
さ
れ
、
特
異
な
輝
き
を
放
っ
て

い
る
。

下
巻
に
あ
る
奥
書
に
よ
れ
ば
、
本
絵
巻
は
「
杉
原
盛
安
」
な
る
人
物
の
発
願
に
よ

り
、
絵
師
「
市
川
権
右
衛
門
光
重
」
が
絵
を
描
き
、
九
条
幸
家
・
二
条
康
道
・
遍
照

院
良
淳
に
よ
る
寄
合
書
の
詞
書
を
伴
っ
て
、
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
に
完
成
し
た

と
解
さ
れ
る
。「
桐
壺
」
は
『
源
氏
物
語
』
五
十
四
帖
の
巻
頭
を
飾
る
帖
で
あ
り
、

そ
れ
が
ゆ
え
に
格
別
の
思
い
を
籠
め
て
制
作
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、
本
絵
巻
に
の
み
記

さ
れ
た
盛
安
の
跋
文
は
、�
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」�
の
制
作
意
図
を
解
き
明
か
す

重
要
な
鍵
と
な
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
絵
巻
に
登
場
す
る
杉
原
盛
安
・
遍
照
院
良
淳
の
身
分
や
経
歴

等
に
つ
い
て
は
、
不
明
な
点
が
多
い
。
ま
た
、
詞
書
の
分
担
も
同
時
代
の
寄
合
書
が

絵
巻
で
あ
れ
ば
少
な
く
と
も
一
段
分
を
堂
上
公
家
が
書
写
す
る
の
に
対
し
、
本
絵
巻

で
は
三
巻
の
う
ち
、
上
巻
の
巻
頭
十
五
行
を
九
条
幸
家
、
下
巻
の
巻
頭
十
七
行
を
二

条
康
道
が
、
残
り
の
大
部
分
を
経
歴
未
詳
の
遍
照
院
良
淳
が
書
い
て
お
り
、
当
時
の

寄
合
書
の
通
例
か
ら
外
れ
て
い
る
。

絵
に
つ
い
て
も
、
奥
書
に
「
絵
師

市
川
権
右
衛
門
光
重
」
と
あ
る
も
の
の
、
各

図
で
表
現
の
違
い
や
巧
拙
が
認
め
ら
れ
、
多
く
の
手
に
分
類
で
き
る
。
顔
貌
表
現
は

本
絵
巻
で
は
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
が
、
さ
ら
に
細
か
い
分
類
が

可
能
で
、
他
の
帖
と
も
共
通
す
る
表
現
も
見
受
け
ら
れ
る
。

今
回
の
発
表
で
は
、
奥
書
に
記
さ
れ
た
本
絵
巻
制
作
に
か
か
わ
る
基
本
情
報
を
は

じ
め
、
絵
の
場
面
選
択
や
画
面
描
写
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
当
時
の
源
氏
享
受
を

視
野
に
入
れ
な
が
ら
、�
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」�
の
制
作
に
関
わ
っ
た
詞
書
筆
者

や
画
家
の
多
く
が
経
歴
未
詳
で
あ
る
点
に
注
目
し
、
制
作
背
景
に
つ
い
て
検
討
を
行

う
。

「
源
氏
物
語
絵
巻

葵
」（
個
人
蔵
）
に
つ
い
て

松
岡
知
華

「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
個
人
蔵
「
葵
」
六
巻
は
、
京
都
国
立
博
物
館
に
寄
託
さ
れ

て
お
り
、
重
要
文
化
財
指
定
の
石
山
寺
蔵
「
末
摘
花
」
一
巻
や
、
ス
ペ
ン
サ
ー
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
蔵
「
帚
木
」
一
巻
・「
末
摘
花
」
二
巻
に
連
な
る
豪
華
絵
巻
と
し
て
古
く

か
ら
知
ら
れ
な
が
ら
、
詳
細
な
研
究
は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
近
年
、「
賢
木
」

断
簡
や
「
桐
壺
」
三
巻
の
発
見
に
よ
っ
て
、
一
連
の
絵
巻
の
研
究
は
お
お
い
に
進
め

ら
れ
た
。本
報
告
で
は
、す
で
に
な
さ
れ
て
い
る
先
学
の
研
究
に
導
か
れ
つ
つ
、「
葵
」

巻
を
中
心
に
行
っ
て
き
た
考
察
の
一
端
を
提
示
す
る
。

本
絵
巻
に
は
奥
書
や
印
章
が
な
く
詞
書
筆
者
は
不
明
で
あ
る
が
、
現
在
判
明
し
て

い
る
他
の
巻
の
筆
者
と
は
別
の
二
名
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
構

成
は
、
詞
書
三
十
四
段
、
絵
三
十
三
図
か
ら
な
り
、「
葵
」
帖
の
本
文
す
べ
て
が
書

写
さ
れ
、
一
節
ご
と
に
絵
画
化
さ
れ
て
い
る
。
場
面
数
が
多
い
た
め
独
自
の
場
面
が

半
数
に
も
の
ぼ
り
、
源
氏
と
源
氏
を
と
り
ま
く
人
々
の
心
情
に
添
い
な
が
ら
展
開
し

て
い
る
。
な
か
で
も
死
や
身
体
的
な
表
現
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
源
氏
絵
で
は
視
覚
的

に
描
出
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
特
異
な
場
面
や
、
プ
ロ
ッ
ト
に
お
い
て
重
要
で
な

い
場
面
も
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
。
さ
ら
に
現
状
の
検
討
に

よ
り
、
逸
失
し
た
画
面
の
存
在
が
想
定
さ
れ
、
そ
の
問
題
に
関
し
て
も
論
究
す
る
。

絵
画
化
に
お
い
て
は
、
長
大
な
画
面
に
細
部
ま
で
緻
密
な
描
き
込
み
が
ほ
ど
こ
さ
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れ
、
同
型
反
復
に
よ
る
場
面
展
開
も
あ
る
が
、
そ
こ
に
も
巧
み
な
工
夫
が
見
ら
れ
、

物
語
絵
巻
と
し
て
す
ぐ
れ
た
演
出
力
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
画
風
に
は
各
場
面
に

よ
っ
て
差
異
が
見
ら
れ
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
工
房
で
の
場
面
ご
と

の
分
担
制
作
と
思
わ
れ
る
。
各
帖
の
間
に
お
け
る
絵
師
の
分
担
に
つ
い
て
も
、
若
干

の
検
討
結
果
を
提
示
す
る
。
本
報
告
に
よ
っ
て
、
一
連
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
解
明

の
一
助
と
な
る
よ
う
目
指
し
た
い
。

ブ
リ
コ
ラ
ー
ジ
ュ
と
い
う
観
点
か
ら
み
た
盛
安
本

エ
ス
テ
ル
・
レ
ジ
ェ
リ
ー＝

ボ
エ
ー
ル

「
文
学
作
品
を
一
つ
の
ジ
ェ
ン
ル
の
中
に
入
れ
る
と
い
う
作
業
は
そ
の
作
品
に
対

す
る
、
我
々
読
者
と
し
て
の
「
期
待
の
地
平
」
を
決
定
づ
け
て
、
結
果
と
し
て
、
そ

の
作
品
の
理
解
も
決
定
づ
け
る
」
と
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
が
『
パ
ラ
ン
プ
セ

ス
ト
』
の
中
で
指
摘
し
て
い
る
。『
幻
の
源
氏
物
語
絵
巻
』
が
我
々
を
驚
か
せ
る
の

は
、
正
に
、
我
々
の
「
源
氏
絵
」
に
対
す
る
期
待
の
地
平
に
は
対
応
し
て
い
な
い
か

ら
で
あ
る
。
何
回
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
掛
か
り

さ
、
徹
底
性
へ
の
希
望
は
、
既
存
の
源
氏
絵
で
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
加

え
て
、
本
作
品
は
奥
書
を
持
っ
て
い
る
事
も
、
世
俗
作
品
に
し
て
は
、
珍
し
い
現
象

で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
特
徴
は
、
ど
こ
ま
で
発
注
者
の
個
性
を
反
映
し
て
い
る
か
、
と

い
う
の
は
、
一
つ
の
大
き
な
疑
問
で
あ
る
。

本
発
表
で
は
、
先
ず
、
本
作
品
の
発
注
者
で
あ
ろ
う
盛
安
と
繋
が
っ
て
い
る
新
資

料
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。
そ
の
中
で
、
盛
安
を
九
条
家
の
家
司
と
し
て
扱
っ
て
い
る

の
も
あ
る
。

次
に
、
現
在
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
い
る
「
賢
木
巻
」
の
三
十
一
枚
の
絵
を
、
主
と

し
て
白
黒
写
真
（
そ
れ
を
販
売
し
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
図
録
）
に
基
づ
い
て
、
分
析
し

て
み
る
。
絵
と
本
文
の
対
応
、
さ
ら
に
絵
と
絵
の
比
較
に
よ
っ
て
、「
賢
木
巻
」
全

体
の
絵
画
化
の
方
針
を
探
っ
て
み
る
。
そ
の
方
針
は
次
の
関
心
に
よ
っ
て
導
か
れ
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る：

１
／
光
源
氏
の
禁
じ
ら
れ
た
、
あ
る
い
は
難
し
い
恋

愛
関
係
（
六
条
御
息
所
、
藤
壷
、
朧
月
夜
、
朝
顔
）、
２
／
東
宮
の
運
命
に
懸
念
を

抱
い
て
い
る
藤
壷
と
光
源
氏
（
つ
ま
り
、
藤
壷
と
光
源
氏
が
登
場
す
る
場
面
は
、
恋

愛
関
係
と
東
宮
に
対
す
る
懸
念
の
二
種
あ
る
）、
３
／
光
源
氏
と
右
大
臣
の
家
族
の

対
決
と
光
源
氏
の
没
落
へ
の
道
筋
。

分
析
の
結
果
と
し
て
、「
賢
木
巻
」の
全
体
の
構
成
は
、
そ
れ
ら
の
テ
ー
マ
に
よ
っ

て
、
さ
ら
に
絵
と
絵
と
の
間
の
一
種
の
対
話
に
よ
っ
て
、
統
一
さ
れ
て
い
る
の
を
明

ら
か
に
す
る
。

最
後
に
、「
賢
木
巻
」
の
絵
の
ソ
ー
ス
と
い
う
問
題
を
提
起
す
る
。
三
十
一
枚
の

絵
の
中
の
約
三
分
の
二
は
『
源
氏
物
語
絵
詞
』
あ
る
い
は
山
本
春
正
の
『
絵
入
り
源

氏
物
語
』
の
八
場
面
選
択
の
細
分
化
／
分
割
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
、

「
賢
木
巻
」
場
面
選
択
の
独
特
性
を
相
対
化
す
る
。

近
世
初
期
の
源
氏
学
―
―
九
条
家
と
そ
の
周
縁
の
学
問
な
ど
―
―

海
野
圭
介

源
氏
物
語
千
年
紀
を
機
に
関
連
資
料
の
紹
介
が
相
継
い
だ
、
所
謂
�
幻
の
�
源
氏

物
語
絵
巻
は
、
そ
の
規
模
の
大
き
さ
と
相
俟
っ
て
成
立
環
境
に
も
多
く
の
謎
が
残
さ

れ
た
作
品
で
あ
る
。
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
巻
々
の
巻
尾
に
は
詞
書
の
筆
者
名
が
記

さ
れ
る
例
が
多
く
、
そ
の
人
的
構
成
か
ら
五
摂
家
の
ひ
と
つ
九
条
家
と
の
関
わ
り
が

注
目
さ
れ
、
ま
た
、
桐
壺
（
下
巻
）
に
付
さ
れ
た
跋
文
に
よ
っ
て
杉
原
盛
安
な
る
人
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物
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
ら
し
い
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。

当
該
作
品
に
注
目
が
集
ま
る
に
従
い
、
キ
ー
パ
ー
ス
ン
と
し
て
の
盛
安
に
関
連
す
る

資
料
が
博
捜
さ
れ
、
岩
瀬
文
庫
蔵
『
釈
迦
并
観
音
縁
起
』
な
ど
の
絵
巻
や
種
々
の
典

籍
類
が
見
出
さ
れ
、
蔵
書
家
と
し
て
の
側
面
が
知
ら
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
素
性
に

つ
い
て
も
幾
つ
か
の
興
味
深
い
指
摘
が
示
さ
れ
て
い
る
。

絵
巻
の
制
作
と
は
聊
か
位
相
を
異
に
す
る
も
の
の
、
委
細
未
詳
の
人
物
と
さ
れ
た

盛
安
は
、
実
は
水
戸
藩
が
『
大
日
本
史
』
の
編
纂
に
あ
た
っ
て
設
立
し
た
彰
考
館
に

蔵
書
の
提
供
を
行
っ
た
人
物
と
し
て
名
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
加
え
て
彰
考
館
側
で

は
盛
安
を
九
条
家
の
家
司
と
し
て
認
識
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

九
条
家
側
の
記
録
で
は
未
だ
同
様
の
記
事
の
確
認
が
で
き
て
お
ら
ず
、
盛
安
が
実
際

に
如
何
様
な
立
場
に
あ
っ
た
の
か
を
窺
う
に
は
更
な
る
資
料
の
追
及
が
求
め
ら
れ
る

が
、
典
籍
の
書
写
奥
書
な
ど
に
よ
っ
て
現
在
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
盛
安
の
生
存
年

間
（
天
和
二
年

一
六
八
二
を
下
限
と
す
る
）
に
隣
接
す
る
時
期
に
『
大
日
本
史
』

編
纂
の
た
め
に
ま
と
め
ら
れ
た
『
参
考
保
元
物
語
』
に
資
料
提
供
者
と
し
て
「
九
条

殿
家
司
杉
原
出
雲
守
平
盛
安
」
と
そ
の
名
が
見
え
る
こ
と
の
信
憑
性
は
決
し
て
低
い

と
は
言
え
な
い
。

盛
安
が
九
条
家
に
繋
が
る
立
場
の
人
物
で
あ
っ
た
の
な
ら
ば
、
名
の
挙
が
る
他
の

例
に
つ
い
て
も
改
め
て
九
条
家
と
の
関
わ
り
は
問
わ
れ
て
良
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
報
告
で
は
、
従
来
検
討
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
の
多
く
は
な
か
っ
た
九
条
家
を
め
ぐ

る
近
世
初
頭
の
『
源
氏
物
』
を
中
心
と
し
た
古
典
学
に
注
目
し
、
当
該
絵
巻
の
制
作

環
境
の
一
端
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
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